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北海道積月孚島西南部の銅免鉛・亜鉛・硫化鉄マンガン鉱鉱床地質調査報告
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CoPPer，Lead，名ine，Iron　Pyrite　and鍛anganese　Ore　Deposi鳶s説

　　　theWestemPartofS駈akotanPe蹴加sula，Hokkaid5

　　　　　　　　　　　　　　　　by

T6ru　KikucLi＆YoshiJi　Watana廃

　　　In　summer　of1952，『the　authors－surveyed　the　copper，1ead，zinc，iron　pyrlte　a想maR．

ganese・r¢dep・sitsatthewesternpart・ftheShak・tanPenやsula，甘・kkaid6，Japan．

　　　GeologicaUy，the　area　is　co▽ered　almost　wholly　with　the　younger　Tertiary　and　the

Quarternary　formations，both．of　them　be至ng　rich　ill　volcanic　materials．　The　formqr　is

highly　complicate（i　wlth　the　original　d近erenc60f　rock　faciesl　combined　with　va距ous　de－

grees　of　dynam玉c　stress，contact皿etamorphism　and　hydrothermal　alteration．

　　　There　are　nulnemus　ore　deposits　in　this　area　which　is　situated　in　the　Tertiary　epi－

tわermal　meta1玉ic　mineral　belt　of　the　Northeastem　Japan．　Ahnost　of　the　deposits　are
’
e
p
1therma王五ssure　filling　veins。

　　　丁五e　writers　descrlbed，in　this　paper，the　general　geology　of　the　area　and　the　o∫e

depostt＄w漉presen亀stateofmining。

玉．緒　　言

　筆者ら命により昭和27年7月1日より同27日までの

27日間，北海道積丹半島西南部の銅・錯・亜鉛・硫化鉄

・マソガン鉱等の鉱床地帯の地質ならびに鉱床調査を行

つたゐで，こエにその結果を報告する。

　調査地域は北海道後志国古宇郡泊村および神恵内村に

わたる面積約15×10kmの範囲であり，調査の対象と

した主な鉱山は北より神恵内・第二茂岩・西玉川・積丹

・玉川・泊および第一茂岩の諸鉱山と，その他数ヵ所の

未開発鉱床である。

　本地域の諸鉱床は，北海道開拓当時より発見注目さ

れ，各所で開坑し・．採掘を行つたものも多いが・いずれ

も現在では廃山または休山中である・今回の調査の対象

にはならなかつたが，唯一カ所，茅沼炭砿のみ現在稼行

中である。したがつて調査に当り旧坑にすらも入り得る

ものなく，鉱床胚胎地域の地表地質図の作成および斉鉱

床の地表よりの観察を行つた。

　　　　　　　　2．地形および交遍

　調査地域は北海道西南部の北側へ突出する積丹半島の

西岸にあり，標高8必n1の両古美山を最高とする比較

的低標高の初肚年期の地形を示している。その日本海㌍

＊北海滋支所

面する海岸線では集塊岩の分布多く，地形極めて峻瞼で

あり，種々なる奇岩・断崖・顕礁等が存在する。海岸を

離れて東方山岳地帯は，海岸線に比べて比較的なだらか

な地形を示している。特にトーマル附近では，新期の火

・山噴出物の堆積と、思われる平らな盆地状地形を形成し

目下開拓団によつて開墾されつ』ある（写真図版参照）。

　当地域特にその海岸には古くより原佳民擦が定住し

た様子があるが，地形峻瞼のため交通は主として海」二に

求められた。北海道開拓以後も極めて最近までは，海上

交通にその主力を依存していた。現在もなお，本地域谷

地と岩内港間の船便は，陸上交通以上の重要性を有して

いる。特に冬季間降雪のために陸上交通が杜絶さ紅る場

合には海上交通は唯一の連絡・蓮輸機関一と．なる。

　陸上の交通は，岩内線岩内駅と神恵内市街地を，海岸’

線に沿つて結ぶ20km余の自動車道路を唯一ゐ幹線と

しダこれにはバスを通じている。その他の道路は海岸各

地より山林地帯に入る造林用または開拓用道路等で，そ

の一部にはトラッーグあるいは車馬を通ずるものもある

が，主として歩道である。、参季は比較的積雪多く，陸上

‘交通の大部分は杜絶する。

　当地域内の鉱床が開発される場合には，各山元より一

度海岸まで搬出し，それより．陸上または海上を岩内町へ

蓮搬するのがよいQ調査した各鉱山の位置および交通に

ついては後述する。
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鍵灘

圖版第1　トーマル附近，新期火山噴出物による

特殊な地形を示す。脊景は繭古美山（814n証）

圃版第2　海上よりみた兜岬，集塊岩よりなるo

劇版第3　菰岩附近。海中の濁立岩は集塊岩，

　　左方海岸は攣朽安山岩よりなる

　　　　　　＼
　　　　3．地　　質

地域内の地質はすべて新第三系および第四系より成つ

ゼいる。新第三紀以後この地方には何圖期の火山活動が

あつたため，地質φ分布は非常に不規則で茜り，堆積綿

の変化も極めて著しい。さらに今回の調査では化石の産

出が全く無く，加うるに変朽安山岩化作用あるいは鉱化

檸用による岩石の変質も相当広範囲におよんでいるた

め，・岩石の識別すら判然としない場合もあつて，全地域

の層序区分・岩石の前後翼係を精確に決定することは極

圏版第4　茂岩一示巾憲内間の一奇景・集

塊岩よりなる・ノ弥の通る道朧示錦

めて困難である。

　新第三系は9）積丹層群を主とし，その後の貫入岩を伴

つてい為。積丹層群は中新世から鮮新世に亘るものであ

り，訓縫統．・八雲統および黒松内統に対比されるもので

ある・すなわち，緑色凝友岩類・緑色凝友岩質の集塊岩

類・緑色角礫凝灰岩類・変朽安山岩類・頁岩類・砂岩類

・礫岩類・石英粗面岩類・安山岩類および集塊岩類等よ

り成り，概して下部は緑色凝友岩質および石英粗面岩質

のものが多く，上部は安山岩質ないし玄武岩質の岩石が

多いようである。

　この積丹層群の堆積後，摺曲および地殻蓮動が生じ，

それに伴つて石英斑岩等の貫入があつた。

　なお，この地域の鉱床は上述全時期を通じて幾回とな

く繰り返された火山活動に関係を有するが，特に末期の

摺曲および地殻蓮動の時期あるいはそれに引続いて，最

も多く形成されたように思われる。

　第四系は山地周辺の段丘砂礫層ならびに火山活動によ

る噴出物・熔岩流ならびに現世の河床堆積層より成つて

いる。

　次に地域を神恵内地区・滝沢山地区および泊地区の3

地区に分けて，これらの地層を少し詳しく記する（第2

・3図参照）。すなわち駒吉沢断層（仮称，以ざ同じ）よ

り西，兜岬断層（仮称，以下同じ）より北を神恵内地区，

駒吉沢断層より東，兜岬断層より北を滝沢山地区，さら

に兜岬断層め南側を泊地区と称した。

　3．五紳憲内地区
　当地区の地質を岩質によつて模式柱状図的に画くと第

2…（2）
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　　　　　　　第2圏
4図の如くになる。すなわち最下部に下部頁岩層Sh1註1）

があり，その』上に硬質頁岩層Hsが乗るるさらに上部頁

岩層Sh2がくるが，その附近に変朽安山岩Prを換むる

その上匠集塊岩Agが乗る。これらを貫澱いて石英粗面

岩Lヌおよび安山岩Anが逆入する。さらにこれらを覆

・註1）S111等，これらの符號は各附圏に用い牝ものをそのま』利用

　するがすべて，骸構である

’
つ
て
砂
礫
層 Sgおよび熔岩流：Lfが乗つてい

る○

　下部頁岩層Sh1，硬質頁岩属Hs，山部頁－

岩層Sh2および集塊岩AgはともにNloo

、Wないし：N40。Wの走向を有しWへ緩
く単斜する。以下各層別に述べる。

　下部頁岩屠・Sh1
　頁岩・砂岩・凝茨岩を主とし，時に細粒のド

礫岩を伴つているも後述する上部頁岩層Sh2

に比べて，や」凝友質であり，時に緑色凝友

岩質の岩石を含むことがある。すなわち根本

忠寛5）の茅沼層（訓縫硫）の最上部に相当する

ものであろうる　’

　硬質頁岩層　王【s

　根本忠寛5）は下記の上部頁岩層Sh2ととも

に，渋井層（八雲統）と呼んでいる。硬質頁岩

　・泥質頁岩および砂質頁岩等，あるいはそれ

らの互層から成つている。すなわち薄板状，ト

暗友色のいわゆる硬質頁岩を主とし，なかに

数弔mの砂岩あるいは砂質頁岩，時に泥質

な頁岩を麟有する。しばしば拳大ないし直径

数Cmの泥炭質ま）るいはチャート質の団塊を含有する。

盃川上流においては，変朽安山岩化を受けており，変朽

安山岩との境界は明らかでない。

　上部頁岩麿　Sh2

　上述の硬質頁岩層Hsとともに渋井層（八雲統）に当

るものであるが，下部頁岩層Sh1と岩質的に大きな異

りはない。すなわち頁岩・砂岩・凝灰岩を主とし時に，

細粒の礫岩を伴つている。た虻し，下部頁岩層Sh1に

比べて比較的に安山岩質ないし変朽安山岩質のものが多

く，緑色凝友岩質の部分は見当らない。しかしてその最

上部は集塊岩Ag・に，　また走向方向において変朽安山

岩Prに移過する傾向がある。

　変朽安山岩　P挙

茂岩・興志内および盃附近に広く分布する・一般に鉱

化作用等による変質著しく新鮮な試料を得難いが，盃附

近の比較的新鮮なものの原岩は角閃石および斜長石，時

に石英，また，稀年輝石を有する角閃石安山岩ないし角、

閃石石英安山岩と考えられる。上述の上部頁岩層Sh2

および硬質頁岩層Hsの堆積時の末期ρ噴出と思われ，’

後述する泊地区の安山岩Afと類似の地質的意義を持つ

ており，集塊岩Agの噴出の先駆を示す火山物質の供

船と考えられる6隣接する頁岩層Shおよび硬質頁岩

層Hsとは漸移し，明瞭な第界は瓶めない，また集塊岩

Agとも漸移するが，この漸移関係は頁岩との関係より

はやN明確であるo

　　　　　　　　　　　　　　o3一（3）
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第3圖a　紳悪内泊附班地質圃

集塊岩Ag
神恵内を中心とし，海岸に沿つて広く分布している。

安山岩質集塊岩を主体とし，頁岩質の部分を鋏有する・

根本忠寛5）の神恵内層に相当しいわゆる黒溢内統下部と

いわれている。集塊岩の礫は黒色緻密な破璃質の複輝石

安山岩を主とし，一部には角閃石の斑晶が明瞭な安山岩

　　σ

もある。また稀に砂岩・頁岩の礫をも有する。礫の外観

は角礫形のもの多く，なかにやX円昧を帯びたものまた

はパン殻状の火山揮形のもの等種々である。大きさは普

通拳大ないし人頭犬であるが，なかに径数mを超える

ものもあり，脈岩の貫入と間違えられるものもある。こ

れらの礫を淡次色ないし淡褐色の粗粒な火山砂質物ある

4一（4）
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地質断面（合二召）圖

新期安四岩

火山噴出物

熔岩流

，脈　 岩

噴

出『

岩

石英粗面岩ぐ流

脈－

岩 集塊岩

安山岩

変朽安山岩

騒　　　　　　，　　安山岩集塊岩

國安　　　灰脚

團　
1圃　　石英粗面岩

／懸　岩
L霧粗粒　．

匿翼　面岩

團　　砂　
瞬瀬安山ぎ

醗
翻　　　　　，　　変朽安山岩

変朽安山講塊岩園纏懸灘雛岩同左質

石華粗鴫圃一一一
石英粗面岩圃石一

堆

積

岩

／朧積層

砂
．

1礫’層

上部頁岩層

硬質頁岩層

下部頁岩層

國　　、　　石少・礫・牽占土

圃砂　

懸　　頁岩・砂岩・凝灰岩

騒　　硬質頁岩・頁岩砂質頁岩－

騒　　頁岩砂岩凝灰岩
砂岩頁鞭凝灰剣㎜羅灘灘騨

泥岩質頁岩層

緑色砂岩凝灰岩層

凝灰質砂岩層

礫岩層

來炭砂岩頁岩層　　，

緑色凝灰岩層

1董ヨ　岩凝　岩

翻　　続色砂岩緑色凝灰岩角礫凝灰岩・　　頁岩凝、灰岩

　　　　　　　　　［

膨　『　　凝灰質’砂岩㌧砂岩・頁岩　　　一　■

團　　礫岩秒岩頁岩　　一

騒　　　ロ　　頁岩砂岩石英粗面岩質凝灰岩石炭

懸　　　　じ　　石英粗面岩質緑色凝灰岩・
　　角礫凝灰岩砂岩・頁岩　　’

一園　用一　

／断層

覇轍中の鑓賄の蹄

貫人岩 囲石　、 ⑭瀧殊開発嶽』

c　第3岡の凡例

いは凝灰質物にて膠結している。この集塊岩は極めて無

層理であるが，なかに頁岩質の凝次岩を挾有する。これ

らは偽層理が多く，また走向方向に決して長く続かない

が，岩層の大体の走向・傾斜の傾向を知るのに用いられ、

るQ

石英粗面岩Li
本岩は後述する安山岩Anとともに上記各岩層を貫ぬ9

いて分布する。当地区では主として茂岩川および盃川の

中流にみられるが，鉱化作用等による変質著しく新鮮な

試料を得難い。主として黒雲母を比較的多量に持つた石．

5一（5）
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英粗面岩の岩脈であり，根本忠寛5）の黒雲母角閃石流紋

岩の内の一種であろうQ詳細については同岩と思われる

岩脈が比較的大きく露田し，かつ比較的新鮮な試料の得

られる滝沢山地区にて記述する（滝沢山地直の同岩の項

参照）。，

安山岩A聖』

暗次色やN鍍璃質の複輝石安山岩であり，部分によつ

ては角閃石の大きな斑晶を伴う。前記石英粗面岩同様，

根本忠寛5）は本岩も黒雲母一角閃石流紋岩の一変形として

記載している。神恵内一駒吉沢間の道路上にてみられる

もりは，斑晶として斜長石・輝石・角閃石・黒雲母およ

び石英を有し，石基として，長石・石英および破璃を有

するものである。

砂礫層Sg一
　根本忠寛5）の段丘堆積層および斎藤正次9）の滝ノ澗砂

礫層を指す。前者によると更新世とLている。神恵内・・

ニノ目・赤石附近の海岸に澹つて，高さ20～100mの

所に水平に小範囲に分布する・また，駒吉沢において盆

弛のような地形を形成しているものも同層とみられる。

構成物は礫事よび砂である。

　熔岩流Lf
　大森川以北の海岸に流出している安山岩を指す。根本

忠寛5）の大森山熔岩（角閃石一複輝石安山岩）である。暗次

色ないし淡爽色にして新第三紀層の上に乗る。岩質は部

分的に変化するようであるが，その代表的なものは斑晶，

に角閃石・輝石・斜長石および石英を有し，石基は斜長

石と輝石のようである。

翫2滝沢山地区
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S強：頁岩層　　Hs：硬質頁岩雇　　　Pr＝鍵朽安山岩』

Ag：集塊岩　　Li＝石英組面岩　　An；安・出　岩
Sg＝　砂碑彰膏　　　Lf：熔　　居　　流

当地区の地質を岩質によつて模式柱状図的に画くと第

5図の如くになる。すなわち最下部に凝灰質砂岩層St

があり，それより順次，緑色砂岩凝灰岩層Gs・石英粗

面岩質岩Rs・泥岩質頁岩層Sm・変朽安山岩質集塊岩

Ap・砂岩頁岩緑色凝灰岩層Gtおよび石英粗面岩岩流

F1が整合的に重り，これらを貫ぬいて粗粒玄武岩D1・

石英粗面岩Liおよび石英斑岩Qpが露出する。さら

にこ』れらの上に．不整合に，砂礫層Sg・火山噴出物Ve、

および新期安山岩Aqが乗つている。
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第5圖龍沢山地國地質模式柱献圏

St：　凝灰質砂岩雇

Sm：泥岩質頁岩層
F1：　石英粗面岩岩流

Qp：石英斑岩
Ag；新期寮山岩
Gs：線色砂岩・凝灰岩雇

Ap；縫朽安山岩質集塊岩

O

I
奪

Sg：』砂礫暦

Rs：石英粗面岩質碧

Gt；砂岩。頁岩。線色

　凝茨宥雇
Li：石英粗面岩　・

Ve：火山噴出物

DL粗粒立武岩

1石英粗面岩岩流Fl以下の累層はともにN・S’》N20縣

Wの走向を有し東ぺ緩傾し東部においてはほとんど・

水平である。以下各層別に述べる。

凝次質砂岩暦　St

駒吉沢東方に少しく分布するもので，当地域最下位の・

岩層一と考えられる。凝灰質砂岩・砂岩・頁岩あるいはそ

れらの互層から成る・時に砂岩・粘板岩等の細粒の礫を

持つた礫岩もみられる・根本忠寛5）り茅沼層（訓縫統）の出

6一（6）
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。一部である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を有している。概して粗粒である（神恵内地区の同岩の

　線色砂岩凝灰岩磨　Gs　　　　　　　　　　　　　　　　項参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、

　本岩層から上部べかけて，いわゆる緑色凝灰岩系統の

岩石が多くなる。本層は主として，緑色砂岩・緑色凝灰

岩・緑色角礫凝灰岩・頁岩・集塊岩質凝灰岩等より成

る。その上位には石英粗面岩質の岩石を伴い。下述の石

英粗面岩質岩に移過する。

　石英粗面岩質岩　Rs

　淡黄灰色ないし淡褐灰色の各種石英粗面岩質の岩右を

主体とし・些較的鼓璃質で，なかに砂岩・頁岩あるいは

’緑色凝灰岩を伴い，一部に真珠岩の挾有をみる。－

　泥岩質頁岩層　s血

　当地区全体を通じて比較的顕著な頁岩を露出するが，

余り長く続かず，局部的な堆積と，思われ，走向方向に集

塊岩質に変化する傾向がある。淡灰色ないし淡黄灰色の

泥岩質頁岩および擬灰質砂岩より成る。

　変朽安山岩質隻塊岩　A蟄

．変朽安山岩質または安山岩質の集塊岩，あるいは任礫

凝灰岩を主体とし，さらに安山岩・緑色凝灰岩を伴う。

極めて変化に富める層であるが，一般にいわゆる緑色凝

灰岩系統の岩石である。斎藤正次9）の吉平川累層の緑色

凝灰岩層Fgfおよび集塊岩Fag等に相当する岩層で

‘ある。なお，斎藤正次9）は同層の上部を黒松内統下部と

考えているが，従来一般には，本層の地域は全て，訓縫

統と考える傾向が大きいようである（泊地区の同岩の項

参照）。

　砂岩頁岩緑色凝友岩暦　Gt

　上記変朽安山岩質集塊岩Apの上に漸移的に移過す

るもので，その境界は明瞭でない。主とLて．緑色凝灰

岩・緑色角礫凝灰岩・凝灰質頁岩・頁岩・砂岩・礫岩等

より成り，緑色凝灰岩系統の岩石が優勢である。斎藤正

次9）の砂岩頁岩互層Fsshに相当する。

　石英組面岩岩瀧　E夏．

　斎藤正次9）の新期流紋岩Rγに完全に相当するもの

で，上記岩層を被覆して滝沢山附近に分布する。斑晶に

は石英および長石があり，石基にも微晶質の石英および

長石を有する。

　粗粒玄武岩　闘　［

　岩床状または岩脈状をなして逆入する1。新鮮なものは

　暗灰色ないし黒色であるが，・多くは変質して暗緑色がか

　つて6る。斜長石および輝石を主成分とする。、

　石英粗面岩Li
　幅数100mの岩脈をなして露出する。根本忠寛5）の

　黒雲母角閃石流紋岩の本体をなすものであろう。灰白

・色の石基（石英および長石）中に2一・5mmの多量の斜長

．石・石英および柱状あるいは針状の角閃石の肉眼的斑贔

　石英・斑岩Qp

　盃川上流に分布する。変質極めて甚しく，その原岩を

　知り難いが斎藤正次9）によると，石英閃緑岩・石英斑岩

　・花嵩閃緑紛岩と報じている。たマしこれらの岩石は後

　述するよ5に，西玉川鉱山を中心として極めて鉱化作用

　を受けた地域内にあり，その分布範囲すら朋確につかめ

　ないQ

　砂礫層　Sg

　神恵内地区の同層の項参照

　　火山噴出物　Ve　　　　　　　　ぜ

　　目下開拓中のトーマル附近一帯に分布する新しい火山

　性堆積物であり，図版第1に示．したよ5な盆地状弔特殊

　な地形を作つている。安山岩質の集塊岩および伯礫凝灰

　岩様の軟質の岩石および火山灰等より成る・

　　新期安山岩　Aqし

　　熔岩状のや』酸性の含石英一輝石一角閃石安山岩であ

　る。斎藤正次9）の冷水山噴出物に相当する。

　　3，3泊地区
　　当地区の地質を岩質によつて模式柱状図的に画くと第

　6図の如くになる。すなわち最下部に緑色凝灰岩層Tg、

　があり，その上に爽炭砂岩頁岩層・・石英粗面岩Ri・礫

　岩層Cgが乗り，東部ではその上に変朽安山岩質集塊岩

　Apが分布するが，西部では下部頁岩層Sh・・硬質頁岩

　層Hs・上部頁岩層Sh2（それには安山岩Afを挾む）お

　よび集塊岩Agが乗る。これらの岩石を貫ぬいて粗粒

　玄武岩D1および安山岩Anが露出する。さらにそれ
’　らより新しい砂礫層Sgおよび河床堆積層頚がある・

　　第3図断面図に示した奴く，NS方向の背斜職を有L

　その東部は東へ緩傾し，西部は西へ緩傾する。以下各層

　別に述べる・　，、

　　線色凝友岩暦　Tg

　　いわゆる緑色凝灰岩を主成物とする本地区最下位の地

　層と、考えられる。

　　爽炭砂岩頁岩層　Ss

　　頁岩・砂岩・凝灰岩より成り，全層凝灰質であるが頁

　岩には珪質のもgもある。炭層6’）7枚を挾む。目下稼

　行中8）。

　　石英粗面岩　Rhy’
　　暗灰色ないレ暗灰褐色の石英粧面岩である・縞状の流

　理の発蓬著しい。玉川上疏にN200W前後の方向を持

　つ背斜軸に浩つて露出する。斑晶ヒは石英が最も多く他

　は長石であり，黒雲母が時にみられ、る6

　　礫岩窟C霧
　　上述石英粗面岩Rbyの直上を占めて，これを取g巻
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　　　　第6圖　泊地題地質i模式1柱献圖

Tg；線色凝灰岩膠　　　　　　　Af：安山岩

Cg：礫岩履　　　　　　　　An：安山岩
Hs＝硬質更岩暦　　　　　　　　Ri：石英粗面岩
D1＝　米E［粒玄武春　　　　　　　　　　　Sh：　頁岩雇…

A1：河床堆積雇　　　　　　　Ag3i集塊岩
Ss：　衣炭砂岩一頁岩暦l　　　　　　　Sg：　砂礫屠！

Ap：饗朽安山岩質集塊岩

いて分布する・礫は円礫・角礫ともにあるが，そのほと

んどが上述の石英粗面岩と同じである。この礫岩は火山

噴出に伴う局所的な異常堆積による火山礫岩であり，広

域の地変や，地質時代の間隙等を意昧するものではなか

ろうと斎藤正次9）は述べている。

　変朽安山岩質集塊岩　Ap

　滝沢山地区の同岩の項参照。

　下部買岩層　S恥1

　神恵内地区の同層の項参照。

　硬質頁岩層　Hs

　神恵内地区の同層の項参照。

　上部頁岩層　S椀　，

　神恵内地区の同層の項参照。

　安山岩　Af

　淡灰白色の安山岩であり，斑晶として斜長石・輝石が

ある。神恵内地区の変朽安山岩Prと同様，次記集塊岩

によつて代表される火山活動の先駆と考えられる（神恵

内地区の変朽安山岩の項参照）。

　集塊岩　A謬

　神恵内地区の同岩の項参照。

粗粒玄武岩’Dl

滝沢山地区の同岩の項参照。

安山岩　An

神恵内地区の同岩の項参照。

砂礫層　Sg

神恵内地区の同層の項参照・

河床堆積暦　Al

茅沼附近，玉川に滑つて，氾濫原に堆積した粘土・砂

・礫がある〇一
　　＼

　　　　　　　　4．鉱　．床

　当地域の鉱床の大部分は上部中新世以後のいわゆる緑

色凝灰岩類・石英粗．面岩類・変朽安山岩類・砂岩頁岩集

塊岩類等に関係を有する浅熱水性鉱脈型鉱床であり，そー

の一部は広義の黒鉱型鉱床7）・10）に属する。かつて稼行さ

れたことのある鉱山は，神恵内・第二茂岩・西玉川免積

丹・玉川・泊および第一茂岩の諸鉱山であるが，このほ

かに探鉱試掘された旧坑，あるいは未着手の露頭等頗る

多い。その主なるものは，いずれも黄鉄鉱・黄銅鉱・閃

亜錯鉱・方錯鉱一石英脈であり，母岩は比較的広範囲に

特徴11）・切ある変質を受けている。

　地塚内の各館山は現在すべて体山中劇るいは廃肉であ

り，詳細な観察は不可能であるが，・いずれも比較的顕著

な鉱脈型鉱床である・その走向はE・W～N7GO　Eのも

のが数も多く，また鉱脈の幅も大きい。これらは積丹半

島の延長方向に対して直角に走るものであり，大き’な構

造地質的意義を持つものと思われる。傾斜の急なものが

一般に良鉱部を形成するようである。延長め大きなもの

は玉川鉱山の数100mをもつて最大とするが，で般に

は100m前後，あるいはそれ以下のものが多い。脈幅

．は玉川鉱山で2mにおよぶものがあつたと報ぜられて

いるが，全般的には10Cm～1mである。これらの鉱脈

は主として裂鐸充墳式の石英脈であり，含有する金属鉱

物としては，黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱および方錯鉱等『

の硫化物で，一般に金・銀の含有は少ない。脈石鉱物に

は石英の他に方解石・緑泥石・絹雲母等がみられる・・稼

行の対象となる鉱種は現在においては主として銅および

亜錯であるが，その脈内平均品位は一般に相当低いよ5

である。

　鉱脈の母岩は種々あるが，．その重要なものは石英粗面

岩類・緑色凝灰岩類・・変朽安山岩類・礫岩類・石英斑岩

類等であり，特に鉱床生成に関係郵る岩脈（石英粗両岩

・安山岩・石英斑岩等）に接した部分のそれらは母岩と，

して重要である。とれら母岩の地質構邉は既述の通り単

斜するものが多く，それらを貫ぬいて後期の岩脈が選入

している。故に一般に東北裏日本の黒鉱型代表鉱床にみ

8一（8）
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られる如きの・11）キャジプ・ック的地質構造に乏しい。そ

の意昧からみれば，当地域には，黒鉱型大鉱床胚胎の可

能性は少ないようである。しかしながら鉱化作用による

変質は比較的顕著に行われており，それらの作用には珪

化作用・粘土化作用・緑泥石化作用・黄鉄鉱化作用等が

みられ，いわゆる浅熱水性鉱床の母岩の変質の特徴11）・12）

を備えている。

、当地域の主なる鉱床の生成時期は比較的新しい。すな

わち，この種鉱脈は当地域の新第三系中で最も新しい石

英粗面岩Li・安山岩An・石英斑岩Qp等に関係ある．・

ものと考えられ，その生成時期は鮮新世中頃であろう。

しかしながら，その時期は必ずしも1回のみではなく，

それらは中新世以後幾回となく繰返された火山活動に関

係するものであつて，鉱床生成も幾回かに亘るものと思

われる。今回の調査では同一鉱床に．おいて・その鉱脈の

形態あるいは構成鉱物の前後関係等にょり，別個の鉱化

作用が同一場所に確実に存在したことを指摘でき・なかつ

たが，数多い鉱床の形態あるいはその母岩との関係等よ

り，それらは必ずしも同一時期のものではないと思考さ

れるQ
　r鉱化作用による変質部」として第3図に示した地帯

は，全地域の内でも特に母岩の変質著しく，旧鉱山およ

び各種鉱床の胚胎する地帯であり，今後この地帯に薪し

い鉱床の発見される可能性の大きいことをも意昧してい

る。すなわち北より，両古美山地帯・神恵内鉱山地帯・

滝ノ湯地帯・茂岩地帯・盃川上流地帯・兜岬地帯・モヘ

ル川上流地帯および玉川上流地帯の8地帯があげられ

る。以下そのおのおのについて少しく説明を加える己

　4．1両古美山地馨　　　　、

　地域の束北隅にある両古美山（814m）は石英粗面岩Li

から成る。その附近は砂岩頁岩緑色凝灰岩層Gtであ

る。両古美山を中心にしてこれらり岩石が極度に珪化さ

れ，黄鉄鉱の顕著な鉱染がみられる。この地帯にはいま

だ鉱床の発見されたものはないが，1つの鉱化地帯とし

て取り、上げてよいと考えられる。

　4．2紳恵内鉱山地轡
　神恵内鉱山を中心とする地帯の変質は，他の地帯に較

べて比較的狭い範囲である。泥岩質頁岩層Sm・砂岩頁

岩緑色凝灰岩層Gtおよび変朽安山岩質集塊岩Apの

各種岩石が互に入り交つ七変質を受けているので，その

区別の困難な場合が多い。当変質帯の中心に神恵内鉱山

の鉱床がある。

　4．3、滝ノ湯地瀞

　トーマル川および小川の中流を含む相当広範囲に変質

帯がある。その変質帯の中央にN・Sに石英粗面岩Li

め岩脈が走るb特に上記両川の中間を流れる松太郎沢

（松四郎沢またはマツダの沢とも呼ぶ）においては3，4

の旧坑がある。主として黄鉄鉱一石英脈であり，N70ゲ

800Eの走向を有し，急傾し，・幅0．3～0．5mである・

いまだ稼行に耐えるものの発見はないが，変質の程度は

比較的顕著である。特に珪化作用・粘土化作用および黄

鉄鉱化作用の機構を解析し，探鉱しなければならない。、

　4．4茂岩地箒
　茂岩川の中流以下および日本海岸の興志内・盃附近一

帯に相当広範囲の変質帯が分布する。旧鉱山としては第

二茂岩鉱山および積丹鉱山がある。地質は変朽安山岩

Prを主とし，上部頁岩層Sh2および集塊岩Agがあ

る。変質地帯外においても変朽安山岩Prと上部頁岩層

Sh2の区別が判然としないのであり，変質帯において

は，なおさら判然としない。この変質帯にも石英粗面岩

Liの逆入をみる。

　4．5盃川上流地帯
　西玉川鉱山を中心とするこの変質帯はまた当地域の中

心部でもあり，変質の程度も最も著しい。変朽安山岩Pr

　・硬質頁岩層Hs・下部頁岩層Sb1・緑色砂岩凝次岩層

『Gs・石英粗面岩質岩Rs・変朽安山岩質集塊岩Ap等の

諸種の岩石の分布があり，これらに石英粗面岩Liおよ

び石英斑岩Pqの岩脈がある。附近一帯には西玉川鉱山

のほかに旧坑多く，、石英脈の分布も極めて多い・

　4．6兜岬地帯
　兜山（302m）を中心とする比較的狭い範興り変質帯で

あり，変朽安山岩Prおよび集塊岩Agを貫ぬく安山

岩岩脈Anがある。その変質帯の北端に第一茂岩鉱山

がある。

・4．7モヘル川上流地帯
　泊鉱山を中心とするこの変質帯は，石英粗面岩Rby

．と礫岩層Cgとより成る。この地帯の北部の礫岩層，す

なわちモヘル川上流北岸にマンガン鉱床がある。これは

石英粗面岩質礫岩および頁岩より成り，頁岩の走向・傾

斜はN100E，50QWである。中聞に礫岩を挾み，上下

両盤に頁岩がある。礫岩帯の幅は1．5m，この礫岩中に

マソガソ炉鉱染している・下盤の頁岩は赤褐色にヤケて

いる。このマソガソ露頭の3個の鉱石試料の品位は下記

の通りである（分析者，地調，北海道支所伊藤聰，狛武）。

a

b
C

Mn％
34．45

59．22

18．67

Sio2％

33。74

4．13

63。02’

　なお鉱石は二酸化マンガンであり，試料bのMnO2

は93．72％であるQ
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4．8玉川上流地轡　ド

玉川鉱山を中心とする本地帯の変質は，西玉川鉱山を

中心とする盃川上流の変質に次いで，当地域では著しい

鉱化作用を受けている。石英粗面岩Rhy・礫岩層Cg

および変朽安山岩質集塊岩Apより成る。石英脈の発

蓬比較的著しい。

　　　　　　5．鉱　山
　地域内には既述の通り多数の鉱床が胚胎し，探鉱また
’
は
採 鉱のために開いた旧坑が極めて多い。それらのうち

鉱山としてかつて稼行されたものの代表的なものは，す

なわち北より，神恵内・第二茂岩一・西玉川・積丹。玉川

・泊および第一茂岩の7鉱山である。以下これらのおの

おのについて略記するが，調査当時すべて休山または廃

山であつて，容易に坑内を調査することがでぎなかつた

．ので，坑内め状況については各種資料より転記したもの

が多い。

　5．玉紳憲内鉱山
　鉱床位置：後志国古宇郡神恵内村（小川上流）

　交蓮＝岩内線岩内駅北方25kmの神恵内市街地より

東方約10km，途中駒吉沢まで約3kmトラヅクを通ず
る。その奥は鉱山まで歩道があるが手入不充分で歩行函一

難である。

　潰箪：『約40年前田中鉱業（株）により少しく探鉱，昭

和13年11月か1ら3年間佳友鉱業（株）にて従業員7～8

名にて探鉱された。昭和15年電気探鉱実施，その結果

により頁岩中を31m堅入坑道を切つたが良鉱に当ら

ず，以来休再中。

　鉱区番号＝試登第3，632号・同第3，629号・同第3・371

号，他

・現鉱業権考：住友金属鉱山株式会社（東京都）

　地質・鉱床：地質は石英粗面岩・凝灰岩・砂岩・頁岩

を主とし，安山岩・玄武岩等の岩脈もみられる旦鉱脈は

珪化した緑色凝灰岩と安山岩の接触部にあり，長さ20

m，厚さ6血であつたという。鉱石は現在の坑口貯鉱

（約1／4tあり）によると，亜錯の強い銅一錯一亜錯鉱であ

る。古く田中鉱業（株）時代に少しく国富鉱山へ邊鉱した

ことカミあつたという○　・

　5．2第二茂岩鉱山
　鉱床位置：後志国古宇郡泊村（茂岩川中流北幾ポソ

茂岩小沢上流），

　交逼：岩内線岩内駅北方20kmの茂岩より東方茂岩

川を遡ること2kmにて現場に達す。トラック道路があ

るが手入不充分で不通箇所が多い。

　沿革：第一茂岩鉱山と同じく荒田太吉により開発・探・

鉱され，戦時中帝国鉱発（株）に移り本格的開発をみた。

目下廃山。

鉱区番号：現在鉱区権の設定なし，昭和18年には，

試登第311号

鉱業権者二昭和18年現在，帝国鉱発（株）（東京都）

地質・鉱床：地質は変朽安山岩および変朽安山岩質の

角礫凝灰岩あるいは凝灰岩を主とする。鉱床はこれらを

母岩とする石英脈であり，粘土を伴％一般走向N700E，

傾斜60QSE，幅30cln，・延長400m，高さ100m前後

の規模を有した。鉱石は銅および硫化鉄を主とする。帝

国鉱発では相当大規模に探鉱・採鉱し，機械掘りを行

い，ジガーにて選鉱した0

5．3西玉川鉱山　．

鉱床位置：後志国古宇郡泊村（盃川中流）

交逼：岩内線岩内駅北方18』kmの盃部落より東方約・

3km，トラヅクを通ず。

沿革：昭和19年小樽市斎藤嘉市郎採掘権設定。20年

帝国鉱発（株）に移り，同27年現権者譲り受ける。目下

休山中。

鉱区番号：採登第90号　　　・

現鉱i業権者：高橋鉱一，他，（東京都）￥

地質・鉱床：地質は石英粗面岩・緑色凝灰岩・角礫緑　・

色凝灰岩・砂岩・頁岩等に貫入した石英斑岩類である。．

母岩は石英斑岩類であるが，変質極めて著しい。鉱床は、

これらのうちの石英脈でEW系の走向を持つ。延長100

m前後。鉱石は硫化鉄多く，黄銅鉱をも認める。Cu　O．6

％という。いまだほ≧んど開発されていない。坑口附近ー

の貯鉱（約112t）の平均品位は下記の通り（分析者，地謁

北海道支所，伊藤聰，狛武）。　，

Cu．

Zn．

Pb，

Fe二

S．

Sio2

tr

O．20％

tr

11．42％

11．97％

51．98％

5．4積丹鉱山、
鉱床位置：後志国古宇郡泊村（茂岩川河口海岸）

交逼：岩内線岩内駅北方20km余。バスおよび船便

がある。

沿革：明治21年頃より三井物産（株）にて稼行。同40

年頃より画館市津田昌に移つたが，その後放棄，昭和14

年，佳友本社（株）にて試掘権を設定し現在に至ってい

る。目下休山中。

鉱区番号：試登第3，123号

現鉱業権者：住友金属鉱山（株）（東京都）

地質・鉱床：地質は安山岩質熔岩を介在する集塊岩5

頁岩および変朽安山岩およびこれに滋入した石英粗面岩

10』（10）



北海道積丹半島西南部の銅・鉛・亜鉛・硫化鉄・マンガン鉢鉱床地質調査報告（菊池　徹・渡辺芳次）　　・

、

岩脈等で，鉱床はこれらのうちにある石英脈であり，宜

W系の走向を有し南または北に60・》800傾く。幅50cm

内外。鉱石は黄鉄鉱・黄銅鉱を主とし，閃亜鉛鉱・方錯

鉱を伴つている。脈石は主として石英であり，時に方解

石を伴つている。

　5．5玉川鉱山
　鉱床位置」後志国古宇郡泊村（玉川上流）

　交通く：岩内線岩内駅北方10kmの渋井より東方玉川

に滑つて遡り，茅沼炭鉱を経て現場まで8km，炭鉱ま

ではトラックを通ず。

　沿箪＝昭和10年頃より金・銀鉱として探鉱され，同

14年佳友（株）において買牧，、銅鉱ξして探鉱・同17年’

帝国鉱発（株）に譲渡され，同27年現権者に移る。目下

休山中。

　鉱区番号；採登第82号

　現鉱業権老＝高権鉱一（東京都）

　地質・鉱床＝地質は石英粗面岩・礫岩・変朽安山岩質

集塊岩および安山岩である。これに数条の石英脈があ

り，黄鉄鉱・・黄銅鉱・閃亜錯鉱を有し，金る銀を伴う。

本鑓と称するものが最大で，走向E－W～N700E，傾斜
’
8
0 Q　N，幅1～2搬，走向延長550m，平均CuO．a％前

後であつたという。鉱脈は礫岩と安山岩質岩石中に多い

が，礫岩中では四散し，安山岩中で安定である。坑口附

近の貯鉱（精鉱）の分析値は下記の如し（分析者，地謁

北海道支所，伊藤聰，狛武）。

5．6泊鉱山

Cu．

Zn．

Pb．

Fe．

S
Sio2

2．93％

0．60〃

tr

19．37〃

20．46〃

51．98〃

・鉱床位置＝後志国古宇郡泊村（モ↑ル川中流）

　交遍：岩内線岩内駅北方12kmの泊市街地より，モ

ヘル川に沿い林道を東へ4km余・

　沿革：昭和始年頃よ・り札幌市の溝口政明等により探

鉱開発せられ，終戦後現権者に移る。目下休山中。

　鉱区番号：試登第3，640号，同第3，117号。

　現鉱業権者：1穿刀1銀次良5（東京者9）

　地質・鉱床：地質は石英粗面岩および同岩質礫岩ある

いは頁岩である。鉱床は主に礫岩中にある石英脈。走向

EW系。少量の黄銅鉱を伴うが多くは黄鉄鉱である。

　5。7第一茂．岩鉱山

　鉱床位置＝後志国古宇郡泊村（兜岬北側海律）

　交逼：岩内線岩内駅北方約16km，・｛スを通ず。

　沿革：古くは未詳。昭和14年小樽市の荒田太吉が買

牧し乳稼行した。同19年帝国鉱発（株）に譲渡され，．終

戦後現権者の手に移つたが，目下休山中q昭和工4年～

同18年までの生産は下記の通りである（札幌通産局資

料）。

昭和必年
ケ　15一ケ

〃　16ケ

〃　17〃

〃　18〃

　50t（Cu8．0％）
1，300（Cu3．0％）・

3，331（Cu1．5％）

10，561　　（Cu1．8％）

6，000　　（Cu　L3％）

　鉱区番号：採登第86号

　現鉱業権者3高橋鉱一（東京都）

　地質・鉱床」地質は変朽安山岩および集塊岩。鉱床ば

．変朽安山岩中の石英脈である。主要脈は，1号，2号，

3号脈でありEW方向に走る。これに直交するNS系の

脈もある。幅は最大2mにして，平均0。6m前後，走

向延長最大2GOm，鉱石は，脈石として石英を主とし，

これに黄鉄鉱・黄銅鉱を伴う．母岩の変朽安山岩は珪化

および黄鉄鉱化がめだつ。

6．結　　言

　　（残された間題および探鉱方針匹つy・て）

6．丑地質年代の問題

当地域を構成する岩層の地質年代臆，既述の通り新第

三紀およびそれ以後であることには異論はない。さらに

また，神恵内地区および泊地区西部の集塊岩Agが，黒

松内統であることにも異論がないようである。た黛滝沢

山地区および泊地区東部の変朽安山岩質集塊岩Apの地

質年代を，ど；に置くかに問題があるようである。すな

わち，当地域のこれら変朽安山岩質岩石（いわゆる緑色、

凝灰岩質岩石を含む）は，従来訓縫統！こ入れられてきた

し5），現在もそのよう匠考える人が多いが，最近それら

の岩石をざらに新しい黒松内統下部に入れるとする説9〉

砂螺ないよ資ある・筆者ら磯査で1ま・それに対

する意見を発表するまでにはいたらなかつたので，こX

に今後の問踵として残したい。

　6．2探鉱方針
　既麺の通り，今回の調査で当地域内の変質帯の分布が．

一応決定されだ。今後の調査探鉱の方針として，これら、

の地帯別にその変質の種穎・程度の研究と，地質構造の

究明を行い，脈状鉱床の探鉱と平行して黒鉱型鉱床の発

見にも努力する必要がある。それには母岩の変質著Lい

鉱脈特にEW系の走向と垂直に近い傾斜を有する鉱ヤ

脈の鑓押掘進と，地質構造としてキャップロック的構造

’
の
発
見に努めなければならない。（昭和27年7月調査）
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